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【小学校部会】 ’3学期県算研研究発表会報告！
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｜主体的に考え，表現できる子どもの育成をめざして
～表現する力を高める指導法の工夫～

量と測定部会
斑鳩町立斑鳩小学校今西健生駒市立生駒第二小学校山中治郎

研究発表Ｉ、

１指導の実際
○６年「単位量あたりの大きさ」
説明する力を高める授業のあり方は，本研究会のテーマでもあるが,学習指導要領の目標においても，「見
通しをもち筋道を立てて考え,表現する能力を育てる」というように,表現する能力が重視された目標になっ
ている。これらのことをふまえて，自分の考えを自分の言葉や図や計算式などで表現し，それを説明する力
を子どもたちにつけたいと考えた。また，グループでの話し合い活動を取り入れることで，なかまと交流し
ながら，認め合ったり高め合ったりできる学び(豊かな学び)ができるようにと考えた。

グループでの話し合い活動において，次の３つに重点をおき，子どもたち
に活動させた。
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○４年「角と角度」
（ア）量感を高める（イ）教具の開発と改造（ウ）角度の大きさの見当と測定
（工）説明する力を高める授業のあり方

以上４つの観点で授業を進めることにした。
教具の開発と改造例
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2．今後に向けて
・平成23年度から始まる新学習指導要領の中の算数的活動の中で，考えたことなどを表現したり，説明した
りする活動は，改訂のポイントとなっている。したがって，今後も説明する力を高める指導法の在り方に
ついて研究をすすめていきたい。
・自分の思いを説明するために，国語をはじめ，いろいろな学習の場面において，書く力や表現する力を高
めていくことが大切だと考える。
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｜かかわり合いを大切にした算数指導～小数のわり算～
数と計算部会椿井小学校佐伯敬子

蔬堯堯雲ｒ，
本研究会では，「豊かな学びを創る算数教育」を研究主題とし，研究が進められている。その「豊かな学び」
の捉え方の一つとして，「子ども自身が学んだことを生かし，なかまと交流しながら認め合ったり高め合った
りできる学び」が挙げられている。
このような学びにせまるため，本研究では，「かかわり合いを大切にした算数指導」というテーマを設定し，

授業の研究を試みた。取り上げる単元は，県算数診断テストで従来正答率の低い「小数のわり算」である。形
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